
民生委員・児童委員選任要領（抜粋） 

 

第１ 民生委員・児童委員の役割 

民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神を持って、常に住民の立場に立って相談に

応じ、必要な援助を行うことで、社会福祉の増進に努めるものである。 

 

 

第２ 民生委員・児童委員の適格要件 

民生委員・児童委員の推薦を受ける者の資格については、民生委員法（昭和23年

法律第198号。以下「法」という。）第６条に規定されているところであるが、民生

委員・児童委員制度にとって、適任者を得ることが最も重要であるため、法第１条、

第２条、第14条、第15条及び第16条の趣旨の外、次の各号に掲げる要件を具備す

る者を選任すること。 

また、男女比の極端な偏りがないよう留意するとともに、将来にわたって積極的な

活動を行えるよう75歳未満の者を選任するよう努めること。 

なお、年齢要件については、地域の実情を踏まえた弾力的な運用が可能なものであ

るので留意すること。 

また、現任の者を再任する場合は、民生委員・児童委員としての、これまでの活動

実績も十分勘案すること。 

 

(１)社会奉仕の精神に富み、人格識見ともに高く、生活経験が豊富で、常識があり、

社会福祉の活動に理解と熱意がある者 

 

(２)その地域に居住しており、その地域の実情をよく知っているだけでなく、地域の

住民が気軽に相談に行けるような者 

 

(３)生活が安定しており、健康であって、民生委員・児童委員活動に必要な時間を割

くことができる者 

 

(４)個人の人格を尊重し、人種、信条、性別、社会的門地によって、差別的な取扱い

をすることなく職務を行うことができ、個人の生活上、精神上、肉体上の秘密を固

く守ることができる者 

 

(５)児童及び妊産婦の保護、保健その他福祉の仕事に関心をもち、児童の心理を理解

し、児童に接触して指導することができ、また児童から親しみをもたれる者 

 

 


